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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年8月13日(2020.8.13)

【公開番号】特開2020-93081(P2020-93081A)
【公開日】令和2年6月18日(2020.6.18)
【年通号数】公開・登録公報2020-024
【出願番号】特願2019-185754(P2019-185754)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  53/06     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ  60/02     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ 102/32     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   53/06     　　　Ｂ
   Ａ６３Ｂ   60/02     　　　　
   Ａ６３Ｂ  102:32     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月30日(2020.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドにおいて、
　フェース中心を定義するのを支援する打撃フェースをさらに有し、当該ゴルフクラブヘ
ッドの前方部分に位置付けられた前面部分と、
　上記打撃フェースの後方に位置付けられた背面部分と、
　ヒールおよびトウの配向において上記ゴルフクラブヘッドの中央部分の近くに、上記フ
ェース中心に実質的に揃って、当該フェース中心の後方に位置付けられた少なくとも１つ
の第１の重み付け部材とを有し、
　ｘ－軸は、上記打撃フェースの幾何中心に接して、上記ゴルフクラブヘッドのヒールに
向かって正方向となる水平軸として定義され、ｙ－軸は上記ｘ－軸と直交し、上記ゴルフ
クラブヘッドのクラウンに向かって正方向となる水平軸であり、ｚ－軸は上記ｘ－軸およ
び上記ｙ－軸の双方と直交し、上記ゴルフクラブヘッドの上記前面部分に向かって正方向
となり、
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．５０より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比を
有することを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．５７より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比を
有する請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．６８より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比を
有する請求項２記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　上記ゴルフクラブヘッドは、２６８ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－Ｚ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは、４２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｙ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは、８５０ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－ＳＡ測定値を有す
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る請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　上記ＭＯＩ－Ｙ数が５００より大きければ、上記ＭＯＩ－Ｚ数は
ＭＯＩ－Ｚ≦（０．４７×ＭＯＩ－Ｙ）＋０．３３
の式に支配される請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．１０より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの比
を有する請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．２０より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの比
を有する請求項６記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　上記ゴルフクラブヘッドは、１．２８より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの比
を有する請求項７記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　上記ゴルフクラブヘッドは、２６８ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－Ｚ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは、３２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｙ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは、８５０ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－ＳＡ測定値を有す
る請求項８記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　上記ゴルフクラブヘッドは、ヒール・トウ配向に沿って上記ゴルフクラブヘッドの中央
部分の近くに位置付けられ、実質的に上記フェース中心に揃ってその後方にあり、上記第
１の重み付け部材の後方に位置付けられる第２の重み付け部材を有する請求項１記載のゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　ゴルフクラブヘッドにおいて、
　フェース中心を定義するのを支援する打撃フェースをさらに有し、当該ゴルフクラブヘ
ッドの前方部分に位置付けられた前面部分と、
　上記打撃フェースの後方に位置付けられた背面部分と、
　ヒールおよびトウの配向において上記ゴルフクラブヘッドの中央部分の近くに、上記フ
ェース中心に実質的に揃って、当該フェース中心の後方に位置付けられた少なくとも１つ
の第１の重み付け部材とを有し、
　ｘ－軸は、上記打撃フェースの幾何中心に接して、上記ゴルフクラブヘッドのヒールに
向かって正方向となる水平軸として定義され、ｙ－軸は上記ｘ－軸と直交し、上記ゴルフ
クラブヘッドのクラウンに向かって正方向となる水平軸であり、ｚ－軸は上記ｘ－軸およ
び上記ｙ－軸の双方と直交し、上記ゴルフクラブヘッドの上記前面部分に向かって正方向
となり、
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｘ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（６．７５０１×ＣＧ－Ｚ）－９９．３０
を満たすＭＯＩ－Ｘ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有することを特徴とするゴルフ
クラブヘッド。
【請求項１２】
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｙ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（１１．３４９×ＣＧ－Ｚ）－１７５．７６
を満たすＭＯＩ－Ｙ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有する請求項１１記載のゴルフ
クラブヘッド。
【請求項１３】
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｘ＋ＭＯＩ－Ｙ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（１８．６７×ＣＧ－Ｚ）－２９６．６
８
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を満たすＭＯＩ－Ｘ、ＭＯＩ－Ｙ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有する請求項１２
記載のゴルフクラブヘッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　以上は、この発明の例示の実施例に関するものであり、以下の特許請求の範囲で示され
る発明の範囲および程度を逸脱することなく修正を行えることはもちろんであることに留
意されたい。
　以下、ここで説明された技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　ゴルフクラブヘッドにおいて、
　フェース中心を定義するのを支援する打撃フェースをさらに有し、当該ゴルフクラブヘ
ッドの前方部分に位置付けられた前面部分と、
　上記打撃フェースの後方に位置付けられた背面部分と、
　ヒールおよびトウの配向において上記ゴルフクラブヘッドの中央部分の近くに、上記フ
ェース中心に実質的に揃って、当該フェース中心の後方に位置付けられた少なくとも１つ
の第１の重み付け部材とを有し、
　ｘ－軸は、上記打撃フェースの幾何中心に接して、上記ゴルフクラブヘッドのヒールに
向かって正方向となる水平軸として定義され、ｙ－軸は上記ｘ－軸と直交し、上記ゴルフ
クラブヘッドのクラウンに向かって正方向となる水平軸であり、ｚ－軸は上記ｘ－軸およ
び上記ｙ－軸の双方と直交し、上記ゴルフクラブヘッドの上記前面部分に向かって正方向
となり、
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．５０より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比
を有することを特徴とするゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴２］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．５７より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比
を有する技術的特徴１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴３］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．６８より大きなＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｙの比
を有する技術的特徴２記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴４］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約２６８ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－Ｚ測定値を有し
、
　上記ゴルフクラブヘッドは、約４２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｙ測定値を有し
、
　上記ゴルフクラブヘッドは、約８５０ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－ＳＡ測定値を有
する技術的特徴１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴５］
　上記ＭＯＩ－Ｙ数が約５００より大きければ、上記ＭＯＩ－Ｚ数は
ＭＯＩ－Ｚ≦（０．４７×ＭＯＩ－Ｙ）＋０．３３
の式に支配される技術的特徴１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴６］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．１０より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの
比を有する技術的特徴１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴７］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．２０より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの
比を有する技術的特徴６記載のゴルフクラブヘッド。
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［技術的特徴８］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約１．２８より大きな、ＭＯＩ－Ｚに対するＭＯＩ－Ｘの
比を有する技術的特徴７記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴９］
　上記ゴルフクラブヘッドは、約２６８ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－Ｚ測定値を有し
、
　上記ゴルフクラブヘッドは、約３２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｙ測定値を有し
、
　上記ゴルフクラブヘッドは、約８５０ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－ＳＡ測定値を有
する技術的特徴８記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１０］
　上記ゴルフクラブヘッドは、ヒール・トウ配向に沿って上記ゴルフクラブヘッドの中央
部分の近くに位置付けられ、実質的に上記フェース中心に揃ってその後方にあり、上記第
１の重み付け部材の後方に位置付けられる第２の重み付け部材を有する技術的特徴１記載
のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１１］
　ゴルフクラブヘッドにおいて、
　フェース中心を定義するのを支援する打撃フェースをさらに有し、当該ゴルフクラブヘ
ッドの前方部分に位置付けられた前面部分と、
　上記打撃フェースの後方に位置付けられた背面部分と、
　ヒールおよびトウの配向において上記ゴルフクラブヘッドの中央部分の近くに、上記フ
ェース中心に実質的に揃って、当該フェース中心の後方に位置付けられた少なくとも１つ
の第１の重み付け部材とを有し、
　ｘ－軸は、上記打撃フェースの幾何中心に接して、上記ゴルフクラブヘッドのヒールに
向かって正方向となる水平軸として定義され、ｙ－軸は上記ｘ－軸と直交し、上記ゴルフ
クラブヘッドのクラウンに向かって正方向となる水平軸であり、ｚ－軸は上記ｘ－軸およ
び上記ｙ－軸の双方と直交し、上記ゴルフクラブヘッドの上記前面部分に向かって正方向
となり、
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｘ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（６．７５０１×ＣＧ－Ｚ）－９９．３０
を満たすＭＯＩ－Ｘ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有することを特徴とするゴルフ
クラブヘッド。
［技術的特徴１２］
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｙ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（１１．３４９×ＣＧ－Ｚ）－１７５．７６
を満たすＭＯＩ－Ｙ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有する技術的特徴１１記載のゴ
ルフクラブヘッド。
［技術的特徴１３］
　上記ゴルフクラブヘッドは、以下の式：
（ＭＯＩ－Ｘ＋ＭＯＩ－Ｙ）／（ＭＯＩ－Ｚ）≧（１８．６７×ＣＧ－Ｚ）－２９６．６
８
を満たすＭＯＩ－Ｘ、ＭＯＩ－Ｙ、ＭＯＩ－Ｚ、およびＣＧ－Ｚの数を有する技術的特徴
１２記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１４］
　上記ゴルフクラブヘッドは約２６８ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－Ｚ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは約４２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｙ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは約３２０ｋｇ－ｍｍ２より大きなＭＯＩ－Ｘ測定値を有し、
　上記ゴルフクラブヘッドは約８００ｋｇ－ｍｍ２より小さなＭＯＩ－ＳＡ測定値を有す
る技術的特徴１３記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１５］
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　上記ゴルフクラブヘッドは約２５ｍｍおよび約４０ｍｍの間のＣＧ－Ｚ測定値を有する
技術的特徴１４記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１６］
　上記ゴルフクラブヘッドは約２６ｍｍおよび約３８ｍｍの間のＣＧ－Ｚ測定値を有する
技術的特徴１５記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１７］
　上記ゴルフクラブヘッドは約２７ｍｍおよび約３６ｍｍの間のＣＧ－Ｚ測定値を有する
技術的特徴６記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１８］
　上記ゴルフクラブヘッドは、さらに、ヒールおよびトウの配向に沿って上記ゴルフクラ
ブヘッドの中央部分の近くに、上記フェース中心に実質的に揃って、当該フェース中心の
後方に、かつ、上記第１の重み付け部材の後方に位置付けられた第２の重み付け部材を有
する技術的特徴１１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１９］
　上記前面部分は第１の比重を有する第１の材料から製造され、
　上記背面部分は第２の比重を有する第２の材料から製造され、
　上記第１の重み付け部材および上記第２の重み付け部材はともに第３の比重を有する第
３の材料から製造され、
　上記第３の比重は上記第１及び上記第２の比重より大きい技術的特徴１８記載のゴルフ
クラブヘッド。
［技術的特徴２０］
　上記第１の比重は上記第２の比重より大きい技術的特徴１９記載のゴルフクラブヘッド
。
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